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Ⅰ コミュニティ・スクールや学校運営委協議会の役割について 

 

コミュニティ・スクールとは？ 

    令和４年度からコミュニティ・スクールが全ての市立学校に導入されました。 

コミュニティ・スクールとは、「学校運営協議会」を設置した学校のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

  本市におけるコミュニティ・スクール制度導入の基本的な考え方 

■社会的背景 

地域においては、地域社会の支え合いが希薄化するなど、学校と地域がパートナーとして連携・協働

するための組織的・継続的な仕組みが不可欠となっています。 

こうした背景の下、学校・家庭・地域が相互に協力し、地域全体として子どもも大人も学び合い育ち

合う教育体制の構築や、学校を核とした共同の取組を通じて、地域の未来を担う人材を育成し、自立し

た地域社会の基盤の構築を図る「学校を核とした地域づくり」の推進が求められています。 

（さいたま市コミュニティ・スクール実務マニュアル 一部抜粋） 

 

■学校運営協議会とは   

 

 

 

 

（さいたま市コミュニティ・スクール実務マニュアル 一部抜粋） 

  

 学校運営協議会は、学校運営及び当該運営への必要な支援に関して

協議する機関です。教育委員会及び対象学校の校長の権限及び責任

の下、地域住民、保護者等の学校運営への参画並びに地域住民、保護

者等による学校運営への支援と協力を促進することにより、対象学

校と地域住民、保護者等との信頼関係を深め、学校運営の改善を目指

すとともに、児童生徒を健全に育成することを目的としています。 
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Ⅱ 1学年 「むかしあそびのかい」の様子について 

（１）「むかしあそび」の指導をしてくださったボランティアの方々 

  ・植竹地区社会協議会の方や自治会の方、地域ボランティア方が 22名集まってくれました。 

★図書館で顔合わせ・社協会長の挨拶       ★はじめの会 

 

 

 

 

 

  

★体育館で、「はじめの会」の後、昔遊びの種類ごと（木ゴマ、お手玉、けん玉、あやとり、はごいた） 

 に分かれ、遊びました。 

 

Ⅲ 登下校の見守り活動について 

  ★広がって歩いている子どもには、注意をしています。 ★横断歩道を渡らない時は、注意をします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （１）防犯ボランティアの方の呟き 

   ① 登校の様子を見ると、１年生は先輩の歩幅に遅れなくなり成長を感じる。 

   ② 挨拶の声が大きくなった。子ども達のほうから挨拶してくれてうれしい。 

   ③ 先日、20代の女性に「おつかれさまです。」と笑顔で声を掛けられた。「約 10年前に、防犯ボ 

     ランティアの方にお世話になりました。」と話してくれた。とても、嬉しかった。 

   ④ 子どもは半袖、半ズボンで体育をしている。元気な子ども達の姿を見ると、嬉しくなります。 

 

   校庭の梅が 

満開です。                 垂れ梅の蕾が 

                      膨らんでいます。 

横断歩道を渡り

ましょう！ 
ひろがらないでー 


